
島根県

隠岐諸島

島根県

隠岐岐岐諸諸諸島

島根県

穴道湖宍道湖

出雲市

松江市
松江城

愛知県
大口町

姉
妹
都
市
提
携
５
周
年年年

姉
妹
姉
妹
都
市
提
携
５
周
年

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

姉
妹
都
市
提
携
５
周
年年

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

姉
妹
都
市
提
携
５
周
年

2

松江城・堀尾吉晴公銅像（松江城大手前広場）

金助とその母（八剱社） 堀尾跡公園（豊田区）

松江城・堀尾吉晴公銅像（松江城大手前広場）

金助とその母（八剱社） 堀尾跡公園（豊田区）

2 令和2年8月

　
堀
尾
氏
が
開
い
た
松
江
市

― 

歴
史
・
文
化
・
自
然
・
産
業 

―

　

北
に
日
本
海
、中
央
部
に
中
海
・
宍
道
湖
、

南
に
は
中
国
山
地
に
つ
な
が
る
山
々
と
い

う
自
然
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
悠
々
の
歴
史

と
多
く
の
文
化
、
観
光
資
源
を
持
つ
松
江

市
。
人
口
は
20
万
１
０
０
０
人
で
山
陰
一

で
す
。

　

神か
み
よ代
の
昔
か
ら
続
く
風
習
や
文
化
、
堀

尾
吉
晴
公
が
築
い
た
松
江
城
や
城
下
町
、

そ
し
て
自
然
の
恩
恵
を
受
け
た
観
光
資
源

を
、
松
江
市
は
世
界
に
向
け
て
発
信
し
続

け
、
国
際
文
化
観
光
都
市
と
し
て
、一
層
魅

力
の
あ
る
都
市
へ
と
発
展
し
続
け
て
い
ま

す
。　
　

　

大
口
町
と
島
根
県
松
江
市
は
、
松
江
城

を
築
城
し
松
江
開
府
の
祖
と
さ
れ
る
大
名
・

堀
尾
吉
晴
公
の
生
誕
地
が
大
口
町
と
い
う

縁
で
、
平
成
27
年
8
月
29
日
に
姉
妹
都
市
提

携
を
結
び
、
今
年
で
5
周
年
を
迎
え
ま
す
。

４
０
０
有
余
年
に
わ
た
る
ご
縁
を
受
け
継

ぎ
、
両
市
町
の
産
業
、
歴
史
、
文
化
、
教

育
な
ど
幅
広
い
分
野
で
友
好
と
親
善
を
深

め
、
官
民
を
超
え
た
さ
ら
な
る
発
展
を
目

的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、
松
江
市
と
姉
妹
都
市
提
携　

後
に
始
ま
っ
た
交
流
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。



島根県

隠岐諸島

島根県

隠岐岐岐諸諸諸島

島根県

穴道湖宍道湖

出雲市

松江市
松江城

愛知県
大口町

姉
妹
都
市
提
携
５
周
年年年

姉
妹
姉
妹
都
市
提
携
５
周
年

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

姉
妹
都
市
提
携
５
周
年年

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

姉
妹
都
市
提
携
５
周
年

2

松江城・堀尾吉晴公銅像（松江城大手前広場）

金助とその母（八剱社） 堀尾跡公園（豊田区）

松江城・堀尾吉晴公銅像（松江城大手前広場）

金助とその母（八剱社） 堀尾跡公園（豊田区）

3令和2年8月

特集

　

松
江
だ
ん
だ
ん
夏
踊
り　

×

　
　
　
　
　
　
　
　

や
ろ
舞
い
大
祭

　

松
江
水
燈
路　

×

　
　
　
　
　
　
　

お
お
ぐ
ち
光
燈
路

松江だんだん夏踊り

第 18回　やろ舞い大祭

おおぐち光燈路（堀尾跡公園）

松江水燈路

10 月は一般的に神
かんなづき

無月ですが、全国の神
様が出雲大社に集まる島根県では神

かみありづき

在月と
いいます。その神在月に、松江城や塩見縄
手周辺に多くの行灯が並べられ、城下町松
江ならではの光と影が織りなす幻想的な風
景を楽しむことができます。 水燈路メイン
開催日は、堀川遊覧船が夜間運航され、お
堀端の行燈や情緒的な塩見縄手のライト
アップを船上から楽しめます。

「踊りが結ぶご縁の輪」をテーマにさまざ
まな踊りチームが参加する、松江市の夏恒
例のイベント。 国宝松江城の石垣をバック
にした 馬

　うまだまり

溜 特設ステージでは、踊り手が
約 8 時間に渡って、華麗な演舞を披露しま
す。 松江夜曲、よさこい、音頭や小唄踊り
や歌もさまざまなジャンルが集います。ス
テージ周辺には「お城のビアガー殿」飲食
ブースもありグルメも楽しめます。

　

平
成
28
年
8
月
に
、
大
口
町
の
職
員
研
修

の
一
環
と
し
て
、
松
江
市
と
の
交
流
と
大
口

町
を
P
R
す
る
た
め
、
松
江
だ
ん
だ
ん
夏
踊

り
に
参
加
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。　
　

　

現
在
で
は
、
お
互
い
の
祭
り
に
チ
ー
ム

で
行
き
き
す
る
な
ど
、
住
民
同
士
の
交
流

に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

初
回
か
ら
参
加
し
て
い
る
や
ろ
舞
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
吉
田
さ
ん
は
「
松
江
を
訪

れ
「
大
口
町
か
ら
来
た
」
と
い
う
と
、
ど

こ
へ
寄
っ
て
も
あ
た
た
か
く
歓
迎
し
て
く

れ
ま
す
。
踊
り
を
と
お
し
て
、
人
と
の
結

び
つ
き
が
深
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

　

平
成
28
年
か
ら
松
江
水
燈
路
に
展
示
す

る
作
品
を
募
集
す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
た
く
さ
ん
の
あ
か
り

の
ア
ー
ト
が
松
江
城
や
そ
の
周
辺
を
照
ら

す
美
し
い
松
江
水
燈
路
に
「
大
口
町
の
皆

さ
ん
の
作
品
も
出
せ
な
い
か
」
と
松
江
市

に
問
い
合
わ
せ
た
の
が
き
っ
か
け
で
始
ま

り
ま
し
た
。
初
回
は
５
２
９
作
品（
１
３
０

基
）が
集
ま
り
、松
江
の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。

　

こ
の
年
、
行
灯
設
置
撤
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
現
地
へ
行
っ
た
４
名
の
作
品
出

品
者
が
松
江
水
燈
路
に
魅
了
さ
れ
、『
大

口
町
で
も
こ
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
た

い
』
と
、
大
口
町
N
P
O
団
体
『
チ
ー
ム

G
O
G
O
大
口
』
を
立
ち
上
げ
、
五
条
川

の
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
、
堀
尾
跡
公
園
で

「
お
お
ぐ
ち
光
燈
路
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

も
縁
で
す
ね
。
こ
ん
な
道
す
じ
を
作
っ
て

も
ら
え
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
想
い
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
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ま
つ
え
食
ま
つ
り　

×

　
　
　
　
　
　
　

譁
大
和
屋
守
口
漬
総
本
家

まつえ食まつり

　松江を中心とする山陰地方の冬の味覚を
楽しむ「まつえ食まつり」は、JR 松江駅
前周辺や天神町商店街、タテ町商店街、カ
ラコロ工房などさまざまな会場で毎年おこ
なわれるイベントです。
　「食まつり暖談ごちそう市場」では数多
くの地元グルメの販売をおこなう屋台が立
ち並ぶほか、市内のホテルや飲食店、蔵元、
お茶、生和菓子などさまざまな飲食店が出
店する人気のイベントです。

　

大
口
町
と
松
江
市
の
姉
妹
都
市
提
携
が

縁
で
、
町
内
に
工
場
が
あ
る
大
和
屋
守
口

漬
総
本
家
が
、
漬
物
用
に
松
江
市
東
出
雲

町
上か
み
い
と
う

意
東
の
筍
た
け
の
こを

仕
入
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

同
社
は
島
根
県
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
ま
つ

え
食
ま
つ
り
に
出
店
し
た
大
口
町
P
R

ブ
ー
ス
に
も
参
加
。
令
和
元
年
に
は
、
東

出
雲
町
上
意
東
筍
生
産
組
合
が
粕
漬
の
生

産
工
程
を
見
学
す
る
た
め
、
大
口
工
場
を

訪
問
す
る
な
ど
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
、
国
の
農
工
商
連
携
事
業

　

堀
尾
氏
三
代
が
つ
な
い
だ
縁
は
、
姉
妹

都
市
提
携
に
よ
り
一
層
強
く
結
ば
れ
、
未

来
に
つ
な
が
る
新
た
な
縁
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
縁
を
地
域
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
…
、
素
敵
で
す
ね
。

　

今
後
も
実
り
あ
る
ご
縁
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
交
流
事
業
を
紹
介

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
（
大
口
町
）

松
江
市
が
観
光
P
R
、
特
産
品
の
出
展

を
し
ま
し
た
。

松
江
武
者
行
列
（
松
江
市
）

松
江
開
府
の
祖
、
堀
尾
吉
晴
公
と
そ
の

一
行
が
入
城
す
る
様
子
を
再
現
し
た
松

江
武
者
行
列
に
北
・
中
・
南
地
域
自
治

組
織
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
大
会
交
流
（
大
口
町
・
松
江
市
）

松
江
市
で
開
催
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
大
会

に
ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
が
参
加
。
翌
年
は
両
チ
ー

ム
が
お
互
い
の
地
を
訪
問
し
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

堀
尾
吉
晴
公
共
同
研
究
会

（
大
口
町
・
松
江
市
・
安や
す
ぎ来
市
）

平
成
29
年
に
設
立
。
堀
尾
吉
晴
公
の
生
涯

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
調
査
・

研
究
を
進
め
、
松
江
市
・
安
来
市
・
大
口

町
で
P
R
資
料
を
作
り
、
N
H
K
の
大

河
ド
ラ
マ
の
放
映
を
目
指
す
他
、
自
治
体

の
さ
ら
な
る
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

国
宝
松
江
城
マ
ラ
ソ
ン
（
松
江
市
）

国
宝
松
江
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
８
か
ら

参
加
。
松
江
市
総
合
体
育
館
を
ス
タ
ー

ト
し
、
松
江
城
、
宍
道
湖
、
中
海
を
廻

る
42
・
１
９
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
完
走
。

松
江
市
民
レ
ガ
ッ
タ
（
松
江
市
）

姉
妹
都
市
交
流
の
一
環
と
し
て
大
会
に
参

加
。
会
場
は
宍
道
湖
か
ら
中
海
に
つ
な
が

る
大
橋
川
の
特
設
コ
ー
ス
、大
口
町
は
ミ
ッ

ク
ス
（
男
女
混
合
の
チ
ー
ム
）
で
出
場
。

共
創
・
協
働
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
松
江
市
）

市
民
団
体
、
企
業
、
行
政
な
ど
が
、
ア
イ
デ

ア
や
課
題
を
話
し
合
う
交
流
の
場
に
参
加
。

人
事
交
流
事
業
（
大
口
町
・
松
江
市
）

お
互
い
の
職
員
を
派
遣
。
松
江
市
か
ら

は
企
業
誘
致
関
係
の
事
務
に
従
事
。
大

口
町
か
ら
は
観
光
事
業
の
運
営
な
ど
に

携
わ
り
ま
し
た
。

金
助
桜
ま
つ
り
（
大
口
町
）

平
成
28
年
４
月
は
姉
妹
都
市
提
携
記
念

と
し
て
、
松
江
市
長
は
じ
め
、
松
江
城

鉄
炮
隊
な
ど
多
く
の
方
が
来
町
さ
れ
、

桜
（
エ
ド
ヒ
ガ
ン
）
の
記
念
植
樹
も
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

の
認
定
を
受
け
、
筍
を
使
っ
た
煮
物
が
商

品
化
さ
れ
、
今
年
7
月
に
新
商
品
「
粕
炊

き
竹
の
子
煮
」
と
し
て
店
頭
販
売
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
０
０
年
の
ご
縁
を
受
け
継
い
で
生
ま
れ

た
「
粕
炊
き
竹
の
子
煮
」
は
大
口
工
場
で
も

購
入
で
き
ま
す
。


